
第２学年 数学科 学習の指針（シラバス） 

１．学習の目的（教科の目標） 

（１）文字を用いた式について、目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばすとともに、連立 2元 1

次方程式について理解し、それを用いる能力を養う。 

（２）基本的な平面図形について、観察、操作や実験を通して理解を深めるとともに、図形の性質の考察に 

  おける推論の過程を的確に表現する能力を養う。 

（３）具体的な事象を調べることを通して、１次関数について理解するとともに、関数関係を見出し、表現し

考察する能力を養う。また、具体的事象についての観察や実験を通して、確率の考え方の基礎を養う。 

２．学習計画 

 

１学期

２学期

学習のねらい学習内容

■水槽に水を入れる時の時間と水面の高さの関係を調べることなど
を通して、一次関数の意味を理解し、身の回りの事象の中から一次
関数を見出すことができるようになる。
■一次関数の値の変化を考察し、変化の割合について理解すること
ができるようになる。
■一次関数の値を考察し、変化の割合について理解することができ
るようになる。
■一次関数のグラフから、その関数の式を求めることができるように
なる。
■二元一次方程式のグラフを理解し、そのグラフをかくことができるよ
うになる。
■連立方程式の解とグラフとの関係を理解し、2直線の交点を求める
ことができるようになる。

■平行な2直線とそれらに交わる直線によってできる角についての
性質を調べる活動を通して、図形の性質をその調べ方についての関
心を高める。
■三角形の内角・外角の性質について理解し、多角形の内角の和
や外角の和を求めることができるようになる。

３章　１次関数
１．１次関数
（１）１次関数
２．１次関数の性質と調べ方
（１）1次関数の値の変化
（２）１次関数のグラフ
（３）1次関数の式を求める方法
３．2元1次方程式と1次関数
（１）２元１次方程式のグラフ
（２）連立方程式とグラフ
４．1次関数の利用
（１）1次関数とみなすこと
（２）1次関数のグラフの利用
（３）1次関数と図形

４章　平行と合同
１．説明のしくみ
（１）多角形の角の和の説明
２．平行線と角
（１）平行線と角
３．合同な図形

■数量の関係をとらえ、説明する際には、式の計算を利用すると便
　利であることを知る。
■多項式と数の乗法、除法について理解し、乗法、除法の計算をし
たり、式を簡単にしてから代入して、式の値を求めたりすることができ
る。
■単項式どうしの乗法、除法について理解し、乗法、除法の計算や
乗除の混じった計算ができるようになる。
■文字式を利用して、数量の関係や数の性質を説明したり、目的に
合うように数式を変形したりすることができるようになる。

■求めたい数量が２つある問題を、既習の1元1次方程式などを活用
して解決することができる。
■連立方程式の解き方について理解し、加減法や代入法によって、
連立方程式を解くことができるようになる。
■連立方程式を利用して、身の回りの問題が解決できることへの興
味・関心を高める。

１章　式の計算
１.　式の計算
（１）多項式の計算
（２）単項式の式の乗法と除法
２　文字式の利用
（１）式による説明
（２）等式の変形

２章　連立方程式
１．連立方程式とその解き方
（１）連立方程式とその解
（２）連立方程式の解き方
（３）いろいろな連立方程式
２．連立方程式方程式の利用
（１）連立方程式方程式の利用



 

３．評 価 

 

４．｢確かな学力｣のためのアドバイス 

 

２学期

３学期

２．平行四辺形
（１）平行四辺形の性質
（２）平行四辺形になるための条件
（３）特別な平行四辺形
（４）平行線と面積

６章　確率
１．確率
（１）同様に確からしいこと
（２）いろいろな確率
２．確率による説明

7章データの比較
１．四分位範囲と箱ひげ図
（１）四分位範囲と箱ひげ図

■三角形の合同条件をもとにして、直角三角形の合同条件を導き、
それを使って証明することができるようになる。
■平行四辺形の定義と性質を理解し、それを使って図形の性質を証
明することができるようになる。
■平行四辺形になるための条件を理解し、それを使って図形の性質
を証明することができるようになる。
■平行線と面積の関係を理解し、それを利用することができるように
なる。
■2枚の効果を投げたり、1つのサイコロを投げたりする実験などを通
して、確率の意味を理解するとともに、その事象が起こる確率を考
え、確率の必要性を理解することができるようになる。
■同様に確からしいことをもとにして、簡単な場合について確立を求
めることができるようになる。
■四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して
読み取ることができるようになる。

（１）合同な図形の性質と表し方
（２）三角形の合同条件
（３）証明の進め方

５章　三角形と四角形
１．三角形
（１）二等辺三角形の性質
（２）二等辺三角形になるための条
件
（３）直角三角形の合同

■合同な図形の性質、三角形の合同条件について理解し、簡単な
場合に三角形の合同条件を利用することができるようになる。
■証明の意味と仮定から結論を導く証明の仕組みについて理解する
ことができるようになる。
■三角形の合同条件を使って、簡単な図形の性質を証明することが
できるようになる。
■平行四辺形の定義と性質を理解し、それを使って平行四辺形の長
さや角の大きさを求めたり、図形の性質を証明したりすることができ
るようになる。
■平行四辺形になるための条件を理解し、それを使って図形の性質
を証明することができる。また、逆について理解することができるよう
になる。

　　　　　　　　評価の方法
・主に定期テスト・単元テストで評価し
ます。

・主に定期テスト・単元テストで評価し
ます。

・主に学習態度、マイマス等の提出状
況。定期テストで「自分を分析して学
習を調整する姿勢」を評価します。

・主に用語や定理の理解、計算力、グラフの
読み取りや書く力を評価します。

・学んだことを有効に使って問題が解けるか
を評価します。

・数学に意欲的に取り組み、粘り強く努力し
ているか、自分を分析して学習を調整しよう
としているかを評価します。

主体的に学習に向かう態度

数学的な知識・技能

数学的な
思考・判断・表現

観点 評価の内容

（１）「理解」
　　授業に集中し、学習内容をただ覚えるのではなく、「なぜそうなるのか」を深く考えながら学習しましょう。わからな
いところは質問し、疑問を残さないことが大切です。
（２）「定着」
　　授業の最初におこなう前時の復習で、理解状況を確認し、家庭学習を調整しましょう。また、家庭学習では教科書
やワークを利用して繰り返し練習しましょう。
（３）「応用」
　　基礎が固まったら色々な問題に挑戦しましょう。初めは解けなくても解説を読んで理解し、次の問題に生かしてい
けるようにすることが大切です。より良い解き方はないかを考え、柔らかい発想ができるようになると良いですね。必
要に応じて、自分自身の力にあった問題集等を購入することもいいでしょう。


